
 

第３８回関西蔵前講演会のご案内 
 

関西蔵前講演会は、毎年４月に蔵前工業会（東京科学大学理工系同窓会）が開催している公開セ

ミナーで、今回は新生東京科学大学となって初めての講演会でもあり、サイエンスの最先端に着目

して AIの最先端を切り拓いておられる横田先生、イグノーベル賞を授賞された武部先生をお呼びし

て以下の次第にて開催します。会員の皆さん及び知り合いの人にもご紹介いただき、多数のご参加

をお願いいたします。実参加に加えてオンラインによるハイブリッド方式により開催いたします。 

 

日時： 2025 年 4 月 19 日（土） 13:00―16:40 

会場： 中央電気倶楽部（大阪市北区堂島浜２－１－２５）  

 定員： 実参加 150 名、オンライン参加 500 名 いずれも参加費無料 

 

―  プログラム － 

13:00 開会 

主催者挨拶：  蔵前工業会 理事長  井戸 清人 氏 

来賓挨拶 ：  東京科学大学 学長 田中 雄二郎 氏 ｢東京科学大学の近況報告」   

  

「今、サイエンスの最先端は？」 

14：00 講演 1  演題： 「AI 技術の現状と将来動向について」                             

講師： 東京科学大学 総合研究院 横田 理央 教授 

 ＜概要＞ AI 技術は近年、急速な進化を遂げ、社会の様々な分野で活用が進んでいます。本講演

では、現在の AI 技術の主要なトレンドとして、大規模言語モデルや大規模視覚・言語モデルの発展

を紹介します。また、AI がもたらす産業革命的な影響や、倫理的課題への対応についても議論しま

す。さらに、今後の AI 技術の発展が期待される分野や、社会との調和に向けた取り組みの方向性に

ついて考察します。本講演を通じて、AI の現状を理解し、将来への展望を共有する場を提供しま

す。 

 

15：20 講演 2  演題： 「腸呼吸の可能性」              

        講師： 東京科学大学 総合研究院 武部 貴則 教授 

 ＜概要＞ 重症呼吸不全に対する呼吸維持を目的とした代表的医療機器として、人工呼吸器や体

外式膜型人工肺があるが、陽圧換気に伴う肺傷害や、出血塞栓性合併症などに加え、高齢者など適

応除外例などの課題が存在している。我々は、ドジョウなどの水棲生物が独自に有する能力である

腸呼吸に着想を得て、肺呼吸に非依存的な画期的な換気メカニズム、「腸換気法（Enteral 

Ventilation via Anus：EVA）」が、哺乳類において実現可能であることを世界に先駆けて発見し

た。本講演では、消化管を活用した酸素化を実現する EVA 法の原理基盤を概説するとともに、進行

中の臨床試験や、旧・東工大グループとの循環型機器開発などを含む最新の開発動向を共有し、議

論を深めたい。 

 

16:40 閉会 

 

懇親会： 

講演会終了後に講師を囲んでの懇親会を予定しています。皆様の参加をお待ちしています。 



 

＜申込方法＞ 

・下記の URL あるいは QR コードから、3月 15 日から 4月 13 日までにお申し込みください。 

・申込に際して、お名前やメールアドレス、その他を入力して登録して下さい。 

・お申込みいただいた方には、後日、当日の参加方法を記載したメールを送らせていただきます。 

 

 

＜申込用 URL・QR コード＞ 

    URL https://forms.gle/isvEkMMEb9kWkcQu6  

 



東京科学大学理工学系同窓会

第3８回関西蔵前講演会
4月19日(土)13時～16時40分

会場：中央電気倶楽部（大阪市北区堂島浜）
WEBによる遠隔配信もございます

終了後に懇親会も予定しています

申し込みは
https://forms.gle/isvEkMMEb9kWkcQu6 から

主催 蔵前工業会 蔵前工業会関西5支部（大阪支部、兵庫県支部、
京滋支部、和歌山県支部、岡山県支部）

<問合せ> 講演会実行委員会 kan.kura.kouen@gmail.com

2024年
イグノーベル賞受賞

「今サイエンスの最先端は?」
蔵前工業会 理事長 井戸 清人 氏 挨拶
東京科学大学 学長 田中 雄二郎 氏「東京科学大学近況」

講演１．東京科学大学 総合研究院教授 横田 理央 氏

「AI技術の現状と将来動向について」

講演２．東京科学大学 総合研究院教授 武部 貴則 氏
「腸呼吸の可能性」

詳細は下記URLよりご確認ください
https://kan5.sakura.ne.jp/kouen/index.html
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